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＜連絡事項＞
・ARP導入者の増加とそれに伴うコロナウイルス対策として、5/7のゼロの会を東病棟クリスタルルームで開催しました。しかし、いくつかの不都合があったため、再度佐藤AOMと相談し、当面の間メンタル3階のスペースをお借りする事となりました。日時は毎週木曜日の14:00～15:00です。上記について、関係部署内で周知して頂ければと思います。ご協力よろしくお願いいたします。
心理　小川
＜入室状況＞
【ユニット移動】
・飯岡 裕子様～東Cユニット5号室→合併症室
【入院】
・是川　志郎様～東Aユニット11号室
【転出】
・熊野　一巳様～14：05東Cユニット6号室→南Ｄユニット203号室

＜患者様連絡事項＞
・三浦　常雄様～八戸保健所の高橋様来院し、本人と1階特別診察室で面談（病棟看護師加藤立会い）する。結核の服薬は5/12で終了。今回の治療で結核発病のリスクはかなり下げることはできたが、発病のリスクは少し残されている。内服終了後、2年間は結核の発病がないことを確認するため、6ヶ月に1回胸部レントゲン検査を行うことを説明しています。6ヶ月後検診は令和2年11月を予定しています。
・木村　文隆様～不穏時の頓服薬残数無い為、主治医へ報告しリスペリドンOD錠(1)1T　10回分処方して頂く。
・笹川　清様～血糖測定の指示切れあり。主治医不在の為、田名部Drより5/13・5/14分の指示を頂く。5/14以後の血糖測定指示は明日主治医に確認していく。
・八木田　勝則様～9:30昨日診察時に指示のあったエビリファイ持続性水懸筋注1キット実施している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。昨日準夜帯で、突然男性患者（K・K様）に「チクり魔。」「クソ、死ね。」との暴言あり。介入したスタッフに対しても暴言聞かれ不穏さあり、粗暴行為はないが自己中心的でまとまりの無い発言を繰り返していた。本日も同様に暴言聞かれ、スタッフ介入している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・沼山　真紀子様～話し掛けの多さ見られており、一方的に自己の要求聞かれている。バイタル測定等、介入に対しては拒否続けている。
・藤井　崇史様～特定スタッフに対する妄想発言聞かれている。12：50「精神障害者でもありますけど環境(他者)に対して苛々するんです」と訴え、継続指示レボトミン錠25mg 1T内服。眼光の鋭さや、他者トラブルはない。
・木村　格治様～服薬内容に関して要求聞かれているが、拒否なくスムーズに内服。高圧的な言動はなく、静かに臥床して過ごす。
・飯岡　裕子様～自床に臥床して過ごす。活気なし。体動時腰痛や下肢痛増強するとの事。部屋移動に関して説明し了承されている。顔色不良さと下腿～足背にかけての浮腫持続。
・和田　昌様～腰痛は自制内で経過。ベッド上安静を保ち過ごしている。
・是川　志郎様～12:38東Ａユニット11号室へ医療保護入院となる(詳細は下記入院患者様情参照)。昼食2/3摂取。落ち着きなく帰宅要求やドアノブ弄り見られ、入院に対する不満を話す。対面時口調は穏やかだが、行動は伴わず。持ち物チェックでは女性スタッフを蹴る等の粗暴行為あり。その後も自室の窓枠に登る、叩く等の粗暴性強く、説明に理解乏しい事から8号室で様子観察行うが、断続的に壁叩き見られている。
＜深澤Dr診察＞
・飯田　修子様～臨時薬のゾテピン150㎎は同内容で14日分処方となる。
・飯岡　裕子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・木村　格治様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・北上　やゑ様～臨時薬同内容で8日分処方となる。
・舘合　寛様～持参薬処方切れにて主治医へ情報提供し、一部薬剤の規格が変更となり、8日分処方となる。
・是川　志郎様～本日昼より臨時薬8日分処方となる。また、不穏・興奮時：リスペリドン内用液(0.5)1P、不眠時：ゾピクロン(7.5)1Tがそれぞれ10回分処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.13　12:38  

氏　　名：是川　志郎（これかわ　しろう）様

生年月日：昭和14年10月19日　80歳

病　　名：軽度認知症

合 併 症：てんかん、気管支喘息、高血圧

性　　別：男性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット11号室

(経過）
R2.3頃から飲酒、失禁、物を無断で持ち帰る行為が続いている。感染症の影響でジムが閉鎖しており、同居の次女が不要に出かけないように伝えるも、どこともなく出かけてまわり、節度なく飲み食いしたり店の出入り口が分からず迷子になる、バスを乗り間違う等の行動を繰り返している。同居の次女が精神的に参っている事もあり、御家族から入院希望あり、薬剤調整・環境調整目的でR2.5.13当院受診。診察にて入院加療の必要性について説明行うも、本人の拒否は強く、御家族の同意を得て12:38東病棟Aユニット11号室へ医療保護入院となる。
